
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と力を合わせて課題を解決する方法を学びました。 
 ７月 11日（金）、１限～６限の１日を使い「総合的な学習の時間」としていきいきゲームを行いました。いき
いきゲームとは、数人の班ごとで１つの国家を形成し、製品を作ったり、お金をやりとりしたりというビジネス
シミュレーションゲームです。 
キャリア教育のプログラムが取り入れられ、活動を通して、働く上でどのような力が必要か体感し、「働くこ

と」について考えを深めることができます。各国に与えられた異なる条件、突然のアクシデントなど、社会に出
たら起こり得る困難も体験しながら、それぞれが話し合ったり知恵を出し合ったりして、積極的に活動していま
した。お金を生み出すことの大変さなどを学びました。 
柏崎市商業観光課の担当者様や講師の方々及び、サポート役としてご協力いただいた１学年ＰＴＡ役員の皆

様、ありがとうございました。 
 

［ 発行 ］ 

新潟県立柏崎翔洋中等教育学校 
〒945-0072 柏崎市北園町 18－88 

℡ ０２５７-２２-５３２０（代表） 
URL   http://www.kashiwazakishoyo-ss.nein.ed.jp    
e-mail school@kashiwazakishoyo-ss.nein.ed.jp     
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第２１１号

Challenge

Now！

４月からの各学年の活動の一部をご紹介します。 

皆様のご協力のおかげで、大変充実した活動を行うことができ

ました。ありがとうございました。 

４学年では「総合的な探究の時間」を利用して、11月末から 12月にかけて行う海外研修旅行に向け
た準備を行っています。海外研修旅行中に、現地で柏崎のよいところを英語でプレゼンできるよう準備
中です。 
８月５日～７日の３日間は、ネイティブの講師に来ていただき、英語の集中講座を行いました。日本

語を一切使わない講座を体験し、オーストラリアへの海外研修がますます楽しみになってきました。夏
休みが明けてからは、プレゼンの内容づくり、発表練習に入っていきます。 
20 期生｢レインボー学年｣は、後期に入って、欠席、遅刻、早退がほとんどありません。毎日楽しく

学校生活を送っています。今年度は、ACTIO手帳を使って、自宅学習時間を毎日記録していますが、残
念ながら、十分な自宅学習時間を確保できている生徒は少ない状況です。保護者の皆様には、生徒が自
宅で学習しやすい環境作りをお願いいたします。 
 

７月 24日(木)～８月７日（木）のうち３日間、柏崎市内の 20カ所の事業所に協力していただき、職業体験
学習を行いました。実際に「働く」ことを経験し、人の役に立つことの喜びを感じたり、働くことの大変さを
実感したりしたようです。また、身近に働く大人の人たちから、あいさつや返事、社会のルールやマナーの大
切さを教わり、心身ともに一回りも二回りも成長することができました。 
お忙しい中、生徒の学習にご協力いただいた事業所のみなさまには感謝いたします。学校では経験できない

貴重な体験をさせていただきました。 
今後、総合的な学習の時間に、体験から学んだことや自身の進路について考えたことなどをスライドにまと

めて、１学年の生徒にむけて発表する予定です。 

 

７月 22日（火）に「新潟大学訪問」を実施しました。 
図書館ライブラリーホールで、大学全体の説明を受けた後、模擬講義として、３名の大学院博士課程

の方から、大学院とはどのようなところか、大学院生の生活など、講演していただきました。質疑応答
の時間には、生徒から活発な質問がありました。その後、第１学生食堂に移動し、各自で注文して食べ
るという、大学生のキャンパスライフを体験しました。昼休みには本校卒業生と懇談をしました。この
春に本校を卒業した大学１年生の３名も駆けつけてくれ、交流を深めたり、その卒業生の案内で、キャ
ンパス内を散策したりしました。 
今回の新潟大学訪問では、学年全体で大きな刺激を受けました。この訪問で得た感動を基に、進路実

現のための学習に励んでもらいたいと思います。 

http://www.kashiwazakishoyo-ss.nein.ed.jp/
mailto:school@kashiwazakishoyo-ss.nein.ed.jp
mailto:school@kashiwazakishoyo-ss.nein.ed.jp


 

 

 

        

                               

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓球（後期） 

県総体 女子学校対抗  出場 １回戦敗退（翔洋２－３長岡大手） 

県総体 シングルスの部 出場 １回戦敗退 坂田 有生  桑原 夏実 

３回戦出場 伊藤 瑞貴 ベスト 32 

 

陸上競技部（前期） 

■第 54 回柏崎陸上競技選手権大会 中学女子 1500m ４位 浦澤 帆南  

中学男子 1500m ２位 田中 春海  

中学女子走高跳 ５位 元井 新菜  

中学男子 3000m ５位 田中 春海  

陸上競技部（後期） 

■第１回いいとこ白山あさがおマラソン 10km 女子 高１～39 歳  １位 田中 優奈  

■第 54 回柏崎陸上競技選手権大会  一般女子 1500m      １位 田中 優奈  

一般男子 400m ハードル   ２位 中村 聖空  

一般男子 4×100m リレー    ４位 徳永、近、牧口、田中    

一般女子 4×100m リレー  ３位 梅原、田中、小野塚、丸山  

■新潟県高等学校春季地区体育大会上越・中越地区陸上競技大会 女子 1500m １位 田中 優奈   

女子 3000m １位 田中 優奈  

■新潟県高等学校総合体育大会陸上競技大会          女子 1500m ２位 田中 優奈 北信越大会出場 

女子 3000m ５位 田中 優奈 北信越大会出場 

■第 64 回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会        女子 1500m ８位 田中 優奈  

 

バスケットボール部（後期男子） 

■令和７年度新潟県高等学校春季地区体育大会 上越・佐渡地区バスケットボール大会 

１回戦 柏崎翔洋中等・柏崎工業 ５２－１２２ 関根学園 

■第 78 回新潟県高等学校総合体育大会 

１回戦 柏崎翔洋中等・柏崎工業 ９７ － ６５ 加茂 

２回戦 柏崎翔洋中等・柏崎工業 ７４ －１１０ 小千谷 

 

バスケットボール部（後期女子） 

■令和７年度新潟県高等学校春季地区体育大会 上越・佐渡地区バスケットボール大会 

２回戦       柏崎翔洋中等・佐渡中等 ６３ － ５３ 柏崎総合 

準決勝       柏崎翔洋中等・佐渡中等 ２５ －１１２ 関根学園 

シード順位決定戦  柏崎翔洋中等・佐渡中等 ３６ －１１２ 佐渡      結果 ３位 

■第 78 回新潟県高等学校総合体育大会 

２回戦 柏崎翔洋中等・佐渡中等 ４１ － ８９ 長岡 

 

ソフトテニス部（後期男子） 

■第 75 回市長杯争奪ソフトテニス大会 高校・一般男子 B の部 ３位 佐藤・吉原ペア 

 

特設水泳（前期） 

■第 75 回 上越地区中学校水泳競技大会 

女子 50m 自由形            ６位 武田 明莉    

 

特設水泳（後期） 

■第 78 回 新潟県高等学校総合体育大会水泳競技大会 

男子 100m 平泳ぎ       ３位 三井田 聖  

男子 200m 平泳ぎ       ３位 三井田 聖  

男子 200m 自由形     ８位 泉 郁哉 

男子 400m 自由形       ８位 泉 郁哉 

■第 58 回 北信越高等学校選手権水泳競技大会 

男子 100m 平泳ぎ    ３位 三井田 聖（標準記録突破 IH 出場）  

男子 200m 平泳ぎ   ７位 三井田 聖  

■第 93 回 日本高等学校選手権水泳競技大会  

男子 100m 平泳ぎ    出場  三井田 聖 

■令和７年度新潟県高等学校秋季県大会 

  男子  50m 自由形  ６位 三井田 聖 

  男子 200m 平泳ぎ  １位 三井田 聖（県新記録） 

■第 58 回 北信越高等学校選手権水泳競技大会 

  水球の部  １勝２敗  ３位  中村 有吾 

 

吹奏楽部 

■第 66 回 新潟県吹奏楽コンクール 高等学校Ｂの部  銀賞 

 

日本文化部（かるた班） 

■第 49 回 全国高等学校 総合文化祭 ２０２５かがわ総文 出場 

 新潟県代表 石森 真 丸山 和夏 

 
日本文化部（箏） 

 ■第 39 回  新潟県高等学校総合文化祭日本音楽演奏発表会  奨励賞 

生徒は、それぞれの目標に向かって真剣に取り組んでいます。進路研究で
は、４学年から継続的に取り組み、進路実現に向けて具体的な計画を立ててき
ました。６月の英検の受験にも積極的でかつ合格者も多く、自分の目標に向け
て直向きに頑張る姿が素晴らしいと思いました。 

校内ＳＡＣ(Shoyo Academic Camp)では受験科目を中心に講座を選択し、１
限から６限まで熱心に学習しました。第１期６日間、第２期５日間、実施しま
した。第１期の国語の授業では、北岸校長先生の講座もあり、充実したＳＡＣ
となりました。 

多くの生徒が受験する大学入学共通テストまであと４か月を切りました。
今まで取り組んできたことを信じ、目標達成に向かって学年全体で頑張りま
しょう。 

 

７月 30 日（水）の出発直後に、カムチャッカ地震に伴う津波警報が発令され、最初の見学先「震災遺構
仙台市荒浜小学校」は臨時休館となりました。今でも自然災害の危険と隣り合わせの土地柄であることを生
徒達は再認識しながら、次の見学先「せんだい 3.11 メモリアル交流館」に向かいました。ガイド役の地元
の方が「今日の警報により東日本大震災で被災した時の記憶が呼び起こされる」と語りながら、真摯に説明
されていく様子に、昨年度、防災学習をしてきた５年生は引き込まれていました。 
翌 31 日（木）の東北大学Ｏ.Ｃ.は、文系学部が集まっている川内キャンパスに全員で到着後、理系生徒

はシャトルバスで青葉山キャンパスに向かい、それぞれが施設見学や模擬授業受講等で有意義な一日を過ご
しました。夜は宿泊先に、本校ＯＢ、ＯＧの現役東北大生４人を招き、交流会を開きました。受験勉強、大
学生活のことなど、５年生からの質問が絶えず、次年度入試に向けての意識の高まりを感じられました。 
昨年度の海外研修同様、今回の二泊三日の研修でも多くのことを学び取っていました。 

各種大会結果報告


